
影響が残るというふうに考えてよろし
いですね。
　澤田　そうですね。例えば、１杯250
㎖飲んだ場合に、その相互作用はどれ
ぐらい続くかという臨床試験もありま
して、安全を見越して３日間は注意し
たほうがいいということで、３日過ぎ
れば通常の量の薬を飲んでもよろしい
かなと思います。
　池脇　降圧薬は毎日のむ薬ですので、
基本的にのまないというのが原則でし
ょうか。
　澤田　そうですね。
　池脇　せっかくですから、グレープ
フルーツとそれ以外の薬剤、留意すべ
きものがありましたら簡単に教えてく
ださい。
　澤田　有名なのが、免疫抑制剤のシ
クロスポリン、タクロリムス、抗血小
板薬のシロスタゾール、あるいはスタ
チン系の薬ですと、シンバスタチンと
かアトロバスタチンといったものが血

液中濃度が上がる。メカニズムも同じ
ようなメカニズムで相互作用すること
が知られています。
　池脇　基本的にはCYP 3A4を共有す
るというか、そういう薬に関しては注
意ということでよろしいですか。
　澤田　そうです。それはチェックの
ポイントです。その薬がどのような代
謝酵素によって解毒されるかというこ
とがわかれば大方予測できるというこ
とになります。
　池脇　最後に、細かい質問になりま
すけれども、グレープフルーツはだめ
だけれども、ほかのものはいいという
ふうに考えてよろしいですか。
　澤田　Ca拮抗薬に関しては、やはり
注意しなければいけない柑橘系のもの
ですと、グレープフルーツジュースの
類縁のザボンとか、そのあたりは注意
したほうがいいかもわかりません。
　池脇　どうもありがとうございまし
た。

　池田　質問のような難しい症例なの
ですけれども、どのような状態が考え
られますでしょうか。
　檜垣　次々、いろいろな症状が出て、
また繰り返しておられるということで、
難しいですけれども、2008年の春から
上眼瞼、まぶたのかゆみを持つ皮膚炎
が起きたということですので、もしか
するとこの方にはスギ花粉症がおあり

で、その花粉症に伴って目の周りの皮
膚炎を起こした、いわゆるスギ花粉皮
膚炎というものがありますけれども、
それが始まりだったのかもしれないで
すね。そうしますと、程度が軽いと、
季節が変わりますとよくなるという傾
向があります。
　池田　年齢的に、53歳・女性といい
ますと、どのようなことが考えられま

季節性に起こる皮膚疾患

東京女子医科大学女性生涯健康センター教授
檜　垣　祐　子

（聞き手　池田志斈）

　53歳女性。2007年春頃より頭頸部に瘙痒感を持った皮膚炎症状が出現し、ス
テロイド軟膏塗布にて軽快していたが、2008年春より上眼瞼の瘙痒感を持つ
皮膚炎が出現し、徐々に同部の皮膚が切れてきた。春を過ぎるとやや軽快する。
2010年３月に円形脱毛症も出現し、皮膚科受診し外用薬としてフロジン・デル
モベート、プレドニン眼軟膏、ロコイド軟膏、内服としてユベラN・セファラン
チン、クラリチンを服用したが、10日目に口周囲と腹壁に発疹を生じセファラ
ンチンを中止した。腹部は軽快したが、口周囲は悪化（発赤→色素沈着）し大
阪大学受診。腹部・口周囲の生検施行し「毛包周囲と真皮上層に強いリンパ球
中心の細胞浸潤が見られ、メラニン色素の滴落が多数あり、基底膜の障害がう
かがえる」とのことでした。採血の異常値としてはHSV（CF法）64倍、血清補
体値55.3U/㎖です。その後も、春先になると口周囲と口唇は発疹と色素沈着を
繰り返し拡大している。確定診断への方法、少なくとも色素沈着の拡大を止め
る方法はないのでしょうか。ご教示お願いいたします。

＜大阪府開業医＞
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すか。
　檜垣　世代的には更年期に当たりま
して、更年期のころというのは、ご存
じのように、女性ホルモンが減少して
きますので、いろいろな身体症状を出
してくることがあります。特に、自律
神経の失調症状が出やすいので、それ
に伴って、いわゆる冷えのぼせとかホ
ットフラッシュというような症状、特
にお顔はほてり感のような症状が出や
すいです。そういったときには、お顔
の皮膚のトラブルがわりと起きやすい
というのを日常経験しています。特に、
かゆみが出たりとか、赤みが出たりと
いうケースが多く見られます。
　池田　質問ですと、その後も春先に
なると発疹ができて、色素沈着を繰り
返して拡大しているということなので
すけれども、そういった皮膚の花粉症
とか更年期とホットフラッシュ、そう
いったことと色素沈着というのは関係
があるのでしょうか。
　檜垣　おそらく皮膚の炎症を繰り返
しているために生じている炎症後の色
素沈着ではないかと考えます。ですの
で、その場合の対策としては、炎症を
なるべく短期間で十分な治療を行って
おさめるということが、色素沈着を増
やさないという意味で重要かと思いま
す。生じてしまった色素沈着というの
は、ゆっくりですけれども、徐々に代
謝されて消退していきますので、まず
は皮膚炎のコントロールを目指すとい

うことが治療上は大切かなと考えます。
　池田　質問には、主に春を過ぎると
軽快してくる。「やや」という表現が
ありますけれども、こういった短期的
な皮膚炎でこのような色素沈着が生じ
て、それが拡大するということはある
のでしょうか。
　檜垣　炎症の程度にもよるかと思い
ます。かゆみがあって、非常に強くこ
すってしまったりとか、かいてしまっ
たりということで皮膚炎を悪化させて
しまうと、色素沈着は残っていくと思
います。また、この方は春を過ぎると
やや軽快するということですが、症状
が強いと、季節がめぐっても、花粉と
関係ない時期にも皮膚炎が持続してし
まうこともあります。春を過ぎてやや
軽快しても、それ以降も軽度の発疹が
長く続くことで色素沈着を招いている
かもしれないですね。
　池田　治療として、プレドニン眼軟
膏、ロコイド軟膏等を使っておられま
すけれども、こういったものによる影
響、副作用のようなものは考えられま
すでしょうか。
　檜垣　この方は皮膚の生検もされて
おられて、そのときに口の周りの発疹
が悪化していたということなのですけ
れども、毛包周囲の炎症ということで、
おそらく毛穴を中心とした炎症が起き
ていたと思われます。こういった症状
は、口囲皮膚炎とか酒皶様皮膚炎と言
うこともありますけれども、ステロイ

ド外用薬の副作用として起きてくるこ
ともあります。プレドニン眼軟膏、ロ
コイド軟膏ともに弱いステロイドの外
用薬ですが、やはりケースによっては
副作用が出ることも考えられます。
　池田　確定診断の方法、すでに大阪
大学で皮膚生検を受けられているので
すけれども、この後、確定診断の方法
というのはどのような方法で、どのよ
うなスケジュールで行われていくので
しょうか。
　檜垣　まずは花粉症のチェックをさ
れたほうがいいかなと思います。血液
検査で特異IgE抗体を検査することが
できますので、スギ花粉をはじめとし
て、ヒノキ、イネ科とかブタクサなど
の雑草の花粉のチェックを一度された
ほうがよかろうと思います。
　それから、もしこの方が更年期の症
状、自律神経症状を持っておられるよ
うでしたら、それに対する対策も必要
かもしれません。女性ホルモンの血液
中の量を測定するなどして、今どうい
う状態にあるのかということを確認し
ておくとよろしいかと思います。
　池田　そのほか、女性ですので、化
粧品も含めた慢性の何か接触性の炎症
とか、そういったものは考えられます
でしょうか。
　檜垣　そうですね。それも忘れては
ならないと思います。特に、皮膚の乾
燥などが気になって、保湿をし過ぎて
いたりとか、あと知らずしらずにかぶ

れを起こしていることもありますので、
使用されている化粧品のチェックも必
要かと思います。
　池田　化粧品の主な検査法ですけれ
ども、どのようなものでしょうか。
　檜垣　パッチテストという試験があ
ります。これは原因と思われる物質を
背中などに張りつけて、実際に皮膚炎
が起きるかどうかを確認するテストで、
なかなか技術的にも判定の面でも、皮
膚科専門医でないと難しいところがあ
るかもしれません。
　私が日常診療で時々患者さんにご説
明しているやり方は、上腕の内側、腕
の内側のところに、使用しておられる
化粧品を５日間ぐらい塗っていただい
て、そこに皮膚炎が実際に起きるかど
うかを確認する。オープンパッチテス
トの方法に準じて調べていくことがあ
ります。もし何か皮膚炎が起きた場合
は、その化粧品は使用しないようにし
ていただくというふうな、現実的な対
策に結びつけています。
　池田　なかなかパッチテストは難し
い。単純塗布を繰り返して行うことに
よって再現できるかということですね。
　檜垣　そうですね。
　池田　あと、女性に限らないのでし
ょうけれども、色素沈着が問題になっ
ていて、拡大を止める方法はありませ
んかということですけれども、一般的
な慢性の皮膚炎による色素沈着という
ことを考えますと、どのような対処法

ドクターサロン57巻７月号（6 . 2013） （511）  3130 （510） ドクターサロン57巻７月号（6 . 2013）

1307本文.indd   30-31 13/06/17   9:44



すか。
　檜垣　世代的には更年期に当たりま
して、更年期のころというのは、ご存
じのように、女性ホルモンが減少して
きますので、いろいろな身体症状を出
してくることがあります。特に、自律
神経の失調症状が出やすいので、それ
に伴って、いわゆる冷えのぼせとかホ
ットフラッシュというような症状、特
にお顔はほてり感のような症状が出や
すいです。そういったときには、お顔
の皮膚のトラブルがわりと起きやすい
というのを日常経験しています。特に、
かゆみが出たりとか、赤みが出たりと
いうケースが多く見られます。
　池田　質問ですと、その後も春先に
なると発疹ができて、色素沈着を繰り
返して拡大しているということなので
すけれども、そういった皮膚の花粉症
とか更年期とホットフラッシュ、そう
いったことと色素沈着というのは関係
があるのでしょうか。
　檜垣　おそらく皮膚の炎症を繰り返
しているために生じている炎症後の色
素沈着ではないかと考えます。ですの
で、その場合の対策としては、炎症を
なるべく短期間で十分な治療を行って
おさめるということが、色素沈着を増
やさないという意味で重要かと思いま
す。生じてしまった色素沈着というの
は、ゆっくりですけれども、徐々に代
謝されて消退していきますので、まず
は皮膚炎のコントロールを目指すとい

うことが治療上は大切かなと考えます。
　池田　質問には、主に春を過ぎると
軽快してくる。「やや」という表現が
ありますけれども、こういった短期的
な皮膚炎でこのような色素沈着が生じ
て、それが拡大するということはある
のでしょうか。
　檜垣　炎症の程度にもよるかと思い
ます。かゆみがあって、非常に強くこ
すってしまったりとか、かいてしまっ
たりということで皮膚炎を悪化させて
しまうと、色素沈着は残っていくと思
います。また、この方は春を過ぎると
やや軽快するということですが、症状
が強いと、季節がめぐっても、花粉と
関係ない時期にも皮膚炎が持続してし
まうこともあります。春を過ぎてやや
軽快しても、それ以降も軽度の発疹が
長く続くことで色素沈着を招いている
かもしれないですね。
　池田　治療として、プレドニン眼軟
膏、ロコイド軟膏等を使っておられま
すけれども、こういったものによる影
響、副作用のようなものは考えられま
すでしょうか。
　檜垣　この方は皮膚の生検もされて
おられて、そのときに口の周りの発疹
が悪化していたということなのですけ
れども、毛包周囲の炎症ということで、
おそらく毛穴を中心とした炎症が起き
ていたと思われます。こういった症状
は、口囲皮膚炎とか酒皶様皮膚炎と言
うこともありますけれども、ステロイ

ド外用薬の副作用として起きてくるこ
ともあります。プレドニン眼軟膏、ロ
コイド軟膏ともに弱いステロイドの外
用薬ですが、やはりケースによっては
副作用が出ることも考えられます。
　池田　確定診断の方法、すでに大阪
大学で皮膚生検を受けられているので
すけれども、この後、確定診断の方法
というのはどのような方法で、どのよ
うなスケジュールで行われていくので
しょうか。
　檜垣　まずは花粉症のチェックをさ
れたほうがいいかなと思います。血液
検査で特異IgE抗体を検査することが
できますので、スギ花粉をはじめとし
て、ヒノキ、イネ科とかブタクサなど
の雑草の花粉のチェックを一度された
ほうがよかろうと思います。
　それから、もしこの方が更年期の症
状、自律神経症状を持っておられるよ
うでしたら、それに対する対策も必要
かもしれません。女性ホルモンの血液
中の量を測定するなどして、今どうい
う状態にあるのかということを確認し
ておくとよろしいかと思います。
　池田　そのほか、女性ですので、化
粧品も含めた慢性の何か接触性の炎症
とか、そういったものは考えられます
でしょうか。
　檜垣　そうですね。それも忘れては
ならないと思います。特に、皮膚の乾
燥などが気になって、保湿をし過ぎて
いたりとか、あと知らずしらずにかぶ

れを起こしていることもありますので、
使用されている化粧品のチェックも必
要かと思います。
　池田　化粧品の主な検査法ですけれ
ども、どのようなものでしょうか。
　檜垣　パッチテストという試験があ
ります。これは原因と思われる物質を
背中などに張りつけて、実際に皮膚炎
が起きるかどうかを確認するテストで、
なかなか技術的にも判定の面でも、皮
膚科専門医でないと難しいところがあ
るかもしれません。
　私が日常診療で時々患者さんにご説
明しているやり方は、上腕の内側、腕
の内側のところに、使用しておられる
化粧品を５日間ぐらい塗っていただい
て、そこに皮膚炎が実際に起きるかど
うかを確認する。オープンパッチテス
トの方法に準じて調べていくことがあ
ります。もし何か皮膚炎が起きた場合
は、その化粧品は使用しないようにし
ていただくというふうな、現実的な対
策に結びつけています。
　池田　なかなかパッチテストは難し
い。単純塗布を繰り返して行うことに
よって再現できるかということですね。
　檜垣　そうですね。
　池田　あと、女性に限らないのでし
ょうけれども、色素沈着が問題になっ
ていて、拡大を止める方法はありませ
んかということですけれども、一般的
な慢性の皮膚炎による色素沈着という
ことを考えますと、どのような対処法
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があるのでしょうか。
　檜垣　まずは、原因となっている皮
膚炎、色素沈着のもとになっている状
態をよく治療するということが第一だ
と思うのです。それによって色素沈着
を増やすことがなければ、ゆっくりで
すけれども、徐々に消えていくことが
多いと思います。そのほか、ビタミン
Cを内服していただくとか、いわゆる
美白剤のような化粧品を使っていただ
くという方法もありますけれども、場
合によっては美白剤で接触皮膚炎、か
ぶれを起こすということもありうるの
で、使うときには慎重に使っていただ
くとよろしいと思います。
　池田　場合によっては、そういった
化粧品も含めて、あとは色素沈着に外
用する薬も単純塗布で安全性を確かめ
ておいて、それから使用するとか、そ
ういったことが必要だと思われますね。
　檜垣　そうですね。そうすると丁寧
だと思います。
　池田　こういった方というのは、私
の印象ですが、いわゆる乾燥肌という

ことがあって、いろいろなアレルゲン
が皮膚を通して入ってくるようなこと
があると思うのですけれども、そうい
ったことも春先のいろいろな花粉を含
めたアレルギーのもとにさらされると
いう原因になっているのでしょうか。
　檜垣　ちょうど春ですので、冬の乾
燥した時期を経てということになりま
すので、肌は乾燥した状態になってい
ると思うのです。ですから、冬の間に
適切な保湿をしておくということも大
切ですし、お顔を洗うときにこすり過
ぎたりしないとか、洗顔料を控えめに
するとか、そういったケアも日常的に
大切かと思います。
　池田　よくわかりました。確定診断
はアレルギーのテストをIgE RAST等
でやって、皮膚につけているものはパ
ッチテストとか単純塗布テストをやっ
て、それで安全なのを確かめたうえで
治療も行うし、確定診断にも持ってい
くということでよろしいでしょうか。
　檜垣　はい、よろしいと思います。
　池田　ありがとうございました。

　池田　まずおうかがいしたいのは、
腎のう胞とはどういった疾患でしょう
か。
　岩村　のう胞というのは、実質臓器
に水がたまる袋ができる疾患ですけれ
ども、一般的に腎のう胞、あるいは肝
のう胞、膵のう胞という疾患がよく知
られています。腎臓にできるのう胞性
疾患も一般的によく見られる疾患です。
　分類してみますと、例えば発生時期
で分けると、生まれつきのう胞がある
先天性のもの、それから成人してから
のう胞が現れてくる後天性のもの。
　それから数で分けてみると、無数に
のう胞ができる多発性のう胞性疾患、
あるいは数個ののう胞ができる単発性、
単純性と呼ばれる疾患があります。

　それから、のう胞ができる場所とし
ても、腎臓の実質の部分にできる、い
わゆる皮質のう胞、あるいは腎臓の髄
質にできる髄質のう胞、それから今回
質問がありました腎盂のそばにできる
傍腎盂のう胞、これらは位置的な分類
になります。
　それから、形を見て、単純な水たま
りである単純性ののう胞と、あるいは
腎がんを疑わせるような複雑性ののう
胞、そういったかたちで分類されます。
　池田　複雑性といいますと、のう胞
の一部に何か腫瘤陰影とか、そういっ
たものが見られるものなのでしょうか。
　岩村　そうです。のう胞が１つの袋
ではなく、ブドウの房のように多房性
になっている。あるいは、隔壁が肥厚

傍腎盂のう胞

北里大学泌尿器科教授
岩　村　正　嗣

（聞き手　池田志斈）

　傍腎盂のう胞についてご教示ください。
　82歳女性で胸部精査時の胸膜部CT検査で両腎盂拡張を指摘されました。検尿
上は有所見なく、腹超音波検査上水腎症もうかがえ、泌尿器科紹介にて上記疾
患と診断されました。
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